
病気の特徴 
うつ状態と軽躁状態を繰り返す 
心の悩みではなく、身体の病気 

うつ病とは、治療目標も薬も違うので要注意 

うつ状態 
 

毎日ゆううつでおっくうで何ごとにも興味
が持てず、身体の調子が悪くなる、落ち込
んだ状態。「破産した」等と思い込むこと
もある。 

主治医への相談 
◆いつまで薬を服用する必要があ
るのかは、主治医とよく相談しま
しょう。 
＊病気に関して、何でも相談できる良
い関係が築けるといいですね。 

軽躁状態 
 

人が変わったように気分爽快、寝なくて
も平気で動き回るハイになる状態。良い
考えが次々と浮かび、早口になる。 
周囲に迷惑をかけたり、借金しすぎたり
する場合は「躁状態」でI型の診断となる
ので、主治医にご相談下さい。 

日本うつ病学会双極性障害委員会 

◆主に、精神科専門医が双極Ⅱ型障害の患者さん・ご家族
を対象として心理教育を行う際にご活用下さい。  
           

生活リズム 
就寝、起床時間は一定に！ 

無理をせず、徹夜を避ける！ 

病気とのつきあい 
病気と治療法について、 
   よく知り、病気を受け入れましょう。 
認知療法の考え方や、ストレスの対処法を 
       学ぶことも良いでしょう。 
 

家族のささえ 
うつ状態：励ましたり気分転換を勧めるより、 
温かく見守る姿勢が良いでしょう。 
軽躁状態：一見何も問題ないようでも、コントロー
ルせずに放っておくと、いずれうつ状態になってし
まいますので、注意が必要です。 
◆自殺をほのめかす言動が見られたら、主治医に相
談しましょう。 

くすり 
気分安定薬（リチウム等）－再発予防 
非定型抗精神病薬－躁・うつ両方に効果 

抗うつ薬－なるべく使わないように 
睡眠薬－なるべく一時的な使用に止める 

 

＊リチウムは量の調節が難しく、定期的に血
中濃度を測る必要あり。薬の使用方法、副作
用等は、医師から説明してもらいましょう。 
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